
ミニたまてやま芸術祭

• 主催：玉手山学園・関西福祉科学大学附属整形外科リハビリ診療所

• とき：令和2年11月25日（水曜日）〜27日（金曜日）

午前10時〜12時、午後2時〜4時 最終日は午前中のみ

• ところ：立教館（関西福祉科学大学構内）

• 連絡先：附属診療所072-931-9970（担当長谷川）無料・予約不要

展示内容：整形外科リハビリ診療所で3年間行った芸術教室作品の展示と柏原市在住の芸術家6名の作
品を中心に展示します。（絵画・パッチワーク・書道・手芸・陶芸・写真等）修復された立教館も見学ください。

昼食・ご休憩に学園食堂Tama Cafeでおいしいランチやカフェタイムはいかがですか？
※詳細は裏面をご覧ください

▲立教館
大阪府古文化記念物等保存顕彰規則による史跡指定を
受けた地元の文化財です。
※詳細は裏面をご覧ください。



一般開放スタート！
玉手山学園
大人気！学生食堂

豊かな「食」は、元気な「身体」「心」を作り、学園のビジョンである「夢と志」
を育てる基盤となります。
玉手山学園は地域に愛され成長する学園をめざします。
是非学園食堂「Tama Café」で楽しい時間をお過ごしください

Tama Café３つのこだわり
①ボリュームたっぷりの満腹こだわり

メニューを学食価格で！
②学生人気のスイーツ・ドリンクや、

元気が出る軽食・夜ご飯も！
③岡村製油さんの「綿実油」使用！

立教館

「大阪府古文化記念物等保存顕彰規則」に
よる史跡指定を受けた地元の文化財

皆さまのお越しをお待ちしています！

●ミニたまてやま芸術祭開催場所●

～立教館とは～

立教館は文政13年（1830年）、現在の柏原市国分に郷土の子弟教育のための学校として設立
されました。設立者は、国分出身の医師・柘植葛城（つげかつじょう）。国分村以外、遠くは
現在の枚方からも通学者があり、多くの生徒たちが学んでいたといわれています。郷土の期待に
応えて設立され、その役割を十二分に担った立教館は、江戸から明治に至る大きな時流の中で激
しく浮沈し、歴史の中に消えていきました。
立教館は、昭和22年大阪府より「大阪府古文化記念物等保存顕彰規則」に則り、史跡として

指定され地元の文化財となり、玉手山学園に永久保存を条件に移転の同意を得るに至りました。
移築は昭和39年に行われました。
以上に鑑み、立教館とは教職員にとっては「私学魂の拠りどころ」であり、学生・生徒・園児

にとっては「学習の原点である学べる喜びを示している」と言っても過言ではないでしょう。

江戸時代に創設された私塾「立教館」
学ぶ喜び、感謝の気持ちを感じられる空間です


